
　
福
岡
県
・
私
立
九
州
国
際
大
学
付
属
高
校

は
、
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
掲
げ
た

「『
時
代
が
求
め
る
新
し
い
力
の
習
得
』
の
た

め
の
授
業
改
善
」
の
実
現
を
目
指
し
、
学
力

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
や
課
題
の
取
り
組
み

状
況
と
い
っ
た
情
報
・
デ
ー
タ
を
用
い
て
、

生
徒
た
ち
の
自
走
力
の
育
成
に
力
を
注
い
で

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
以

下
、ICTEIP
）
の
メ
ン
バ
ー
の
桑
野
健
太
郎

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
ア
メ
リ
カ
の
教
育
心
理
学
者
で
あ
る
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
ル
ー
ム
に
よ
る
教
育
目
標

の
分
類
改
訂
版
（
＊
１
）
を
基
に
、
授
業
を

構
想
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
家
庭
学
習
を

始
め
と
す
る
授
業
外
学
習
で
、 
事
実
的
知
識

に
働
き
か
け
る
（
記
憶
・
理
解
す
る
）
活
動

を
行
い
、
授
業
内
学
習
で
は
、
概
念
的
知
識
　

に
働
き
か
け
る
（
応
用
・
分
析
す
る
）
活
動

を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
生
徒
た
ち
に
は
、

『
授
業
で
は
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

育
成
す
る
活
動
を
行
う
の
で
、
知
識
・
技
能

は
授
業
外
で
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
』
と
明
確

に
伝
え
て
い
ま
す
」

　
授
業
外
学
習
は
、
個
別
最
適
な
学
び
を
実

現
し
よ
う
と
、「Classi

（
＊
２
）」
内
の
「
学

習
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
活
用
し
て
い
る
。「
学

習
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
は
、
教
師
が
課
題
を

指
定
し
て
配
信
す
る
「
単
元
定
着
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
と
、
生
徒
が
目
標
に
向
か
っ
て
自
主

的
に
学
ぶ
「
生
徒
自
主
学
習
機
能
」
が
あ
る

が
、
桑
野
先
生
は
そ
の
2
つ
の
機
能
を
使
い

分
け
、
得
ら
れ
る
ロ
グ
を
分
析
・
活
用
し
て

生
徒
が
授
業
外
学
習
に
お
い
て
自
走
で
き
る

よ
う
支
援
し
た
。

　
さ
ら
に
、ICTEIP 

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
三

好
規
夫
先
生
は
、M

icrosoft Form
s

を
活

用
し
て
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
基
に
、
生
徒
の

課
題
を
明
確
化
し
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
の
育
成
を
重
視
し
た
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
桑
野
先
生
、
三
好
先

生
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

三好先生がリーダーを務める ICTEIP は、校内
のＩＣＴ活用を推進するための研修などを行う
部署だ。「ICTEIP が重視するのは、『○○を可
視化したい』『○○を効率化したい』などと、
解決したい問題を明確にしてから、どんな技
術が活用できるか、そして効果が表れたことを
どのように検証するかを考えることです」と、
三好先生は説明する。Classi などのＩＣＴツー
ルについても、ICTEIP が校内研修を開催し、
ノウハウを共有している（下写真）。ICTEIP で
は、校内のＩＣＴ活用に関するアンケート調査
を毎学期行っており、そこで把握した現場の
課題に応じて、校内研修の内容を決めている。

＊学校資料をそのまま掲載。

情報・データの利活用のための校内研修

ＩＣＴを活用した問題の解決と
効果検証の方法を共有

＊１　ブルームが提唱した、教育の目標を分類するための枠組みをアンダーソンらが改訂したもの。認知過程次元（記憶・理解・応用・分析・評価・創造）と知識次
元（事実的・概念的・手続き的・メタ認知的）から成る。
＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

生徒の学習状況を把握し、
自走力と思考力を育む指導を追求

福岡県・私立九州国際大学付属高校
ＩＣＴを活用して収集した学力アセスメントを始めとする生徒の情報・データを基に、

日々の声かけや授業の改善を図っている福岡県・私立九州国際大学付属高校。
学校教育目標の実現にもつながるその実践を紹介する。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー

桑
野
健
太
郎 

く
わ
の
・
け
ん
た
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。英
語
科
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー

三
好
規
夫 

み
よ
し
・
の
り
お

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。国
語
科
。

自
走
力
の
向
上
を
図
り
、

授
業
改
善
の
実
現
を
目
指
す

設
立
　
１
９
５
８
（
昭
和
33
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
５
４
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
北
海

道
大
、お
茶
の
水
女
子
大
、東
京
外
国
語
大
、東
京
工
業
大
、

名
古
屋
大
、
大
阪
大
、
広
島
大
、
九
州
大
な
ど
に
１
８
８

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、

国
際
基
督
教
大
、
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
早

稲
田
大
、九
州
国
際
大
な
ど
に
延
べ
１
０
０
０
人
が
合
格
。

学
校
概
要

教師の利活用
実践事例

生徒の利活用
実践事例

取
り
組
み
の
背
景
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１
年
次
に
は
、
自
走
力
を
可
視
化
・
育
成

す
る
た
め
、
桑
野
先
生
は
、Classi

の
「
学

習
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
生
徒
の
取
り
組
み
状

況
の
デ
ー
タ
を
次
の
よ
う
に
活
用
し
た
。
ま

ず
、
７
月
の
模
擬
試
験
に
向
け
て
、
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
の
授
業
の
冒
頭
10
分

間
で
「
単
元
定
着
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
取
り

組
ま
せ
、
さ
ら
に
模
擬
試
験
当
日
ま
で
「
生

徒
自
主
学
習
機
能
」
の
課
題
に
自
主
的
に
取

り
組
む
よ
う
、
生
徒
に
声
を
か
け
た
。

　「
模
擬
試
験
の
後
に
『
生
徒
自
主
学
習
機

能
』
の
取
り
組
み
状
況
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

予
想
通
り
、
授
業
外
で
は
一
部
の
生
徒
し
か

取
り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
主
的

に
課
題
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
は
模
擬
試
験
で

好
成
績
を
収
め
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た『
自

走
』
と
好
成
績
の
相
関
を
デ
ー
タ
で
示
し
た

上
で
、『
必
要
な
学
習
に
自
ら
取
り
組
む
自

走
力
は
、
３
年
生
に
な
っ
て
慌
て
て
身
に
つ

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
』
と
話
し
、
学
習

習
慣
の
定
着
を
促
し
ま
し
た
」（
桑
野
先
生
）

　
11
月
の
模
擬
試
験
の
前
に
は
、
７
月
の
模

擬
試
験
の
結
果
か
ら
判
明
し
た
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊

３
）
を
基
に
、
生
徒
を
Ａ
〜
Ｃ
の
３
ゾ
ー
ン

に
分
け
て
、
今
回
の
模
擬
試
験
で
は
１
つ
上

の
ゾ
ー
ン
を
目
指
す
よ
う
、
目
標
を
設
定
。

そ
の
上
で
前
回
同
様
、
授
業
の
冒
頭
で
「
単

元
定
着
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
取
り
組
ま
せ
、

終
わ
ら
な
か
っ
た
問
題
や
「
お
す
す
め
演
習
」

に
は
授
業
外
で
自
主
的
に
取
り
組
む
よ
う
、

声
か
け
を
行
っ
た
。

　「
11
月
の
模
擬
試
験
で
の
目
標
設
定
が
功

を
奏
し
、
授
業
外
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
が

一
気
に
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
取
り
組
み
状

況
を
追
跡
す
る
と
、
試
験
終
了
後
も
多
く
の

生
徒
が
授
業
外
学
習
を
続
け
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
、
さ
ら
な
る
自
走
を
促
す
た
め
、

そ
の
デ
ー
タ
も
生
徒
に
示
し
た
り
、
教
師
間

で
共
有
し
た
り
し
て
い
ま
す
」（
桑
野
先
生
）

　
配
信
し
た
課
題
へ
の
取
り
組
み
状
況
か
ら

は
、興
味
深
い
事
実
が
読
み
取
れ
た
。
Ａ
ゾ
ー

ン
と
Ｃ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
は
、
授
業
内
で
配
信

さ
れ
た
課
題
の
や
り
残
し
に
早
々
に
取
り
組

む
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
Ｂ
ゾ
ー
ン
の

生
徒
は
、
期
限
間
際
に
な
っ
て
解
き
終
わ
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　「
Ｃ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
は
、
自
己
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
を
発
揮
し
て
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
の
で
、
仮
に
結
果
が
い
ま
一
つ
で
も
、

努
力
を
評
価
す
る
声
か
け
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
の
中

に
は
、
油
断
し
て
い
る
者
も
い
た
の
で
、
学

習
意
欲
を
高
め
る
声
か
け
が
必
要
で
し
た
。

デ
ー
タ
が
、
声
か
け
の
必
要
性
が
あ
る
生
徒

を
明
示
し
て
く
れ
た
の
で
す
」（
桑
野
先
生
）

•Ａゾーン、Ｃゾーンの生徒の大半が、期限前に余裕を持って課題
を終えていたけれど、Ｂゾーンの生徒の中には締め切りギリギリ
に終える生徒も……。Ｂゾーンの生徒は油断しているのかも？
•Ｂゾーンの生徒には油断しないようにしようと声かけを
しよう！　努力しているＣゾーンの生徒には、今の調子
で学習を続けるよう、声かけをしよう！

＊３　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」～「Ｄ３」までの15段階で評価される。

図１ 配信課題の取り組み状況のデータを活用した
生徒の自走力の可視化・育成

自
主
学
習
へ
の
取
り
組
み
方
と

模
擬
試
験
の
結
果
と
の
相
関
を
示
す

•模擬試験３週間前から、Classi の「学習トレーニング」での課
題の配信を開始。取り組むかどうかは生徒の自由とした。

•模擬試験６週間前から、「学習トレーニング」で課題の配信
を開始。前回同様、取り組むかどうかは生徒の自由とした。

•模擬試験終了後、「学習トレーニング」の取り組み状況と模
擬試験の結果を生徒にフィードバックした。

•模擬試験終了後、「学習トレーニング」の取り組み状況と模
擬試験の結果を生徒にフィードバックした。

配信した課題に取り組んだ人は、
よい成績だったようだね！

配信した課題に取り組んだ人が増えたよ！

でも、自主的に取り組んだ人は少なかったね。
このままで大丈夫かな？

模擬試験が終わった後も取り組む人が多いね。
君たちは自走力が高まったね！

強制ではないよ。自分で判断して取り組もう！

7月の模擬試験のことを思い出して、
取り組むかどうかを決めよう

1年次7月の模擬試験に向けて

1年次11月の模擬試験に向けて

配信した課題への取り組み状況からさらに分かったこと

「おすすめ演習」として配信された課題に、生徒一人ひとりがどのように取り組
んだのかを見ていくことで、生徒の成長、そして今後の変化が見えてきた。教
師に求められるのは、そうした成長や変化を踏まえた声かけだ。

＊取材した内容を基に編集部で作成。

配信した課題への
取り組み状況を
分析して

生徒の自走力
を育む
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授
業
内
学
習
で
思
考
力
を
育
む
時
間
を
増

や
す
た
め
、
三
好
先
生
は
生
徒
の
正
誤
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
い
る
。
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
の
過
去
問
題
な
ど
を
生
徒
にM

icrosoft 
Form

s

で
解
答
さ
せ
て
、
正
答
率
が
低
か
っ

た
問
題
を
そ
の
場
で
把
握
し
て
解
説
す
る

「
誤
答
分
析
」
を
行
っ
て
い
る
。

　「
解
答
結
果
を
踏
ま
え
て
誤
答
に
焦
点
を

あ
て
る
授
業
で
の
生
徒
の
集
中
力
は
、
格
段

に
高
い
で
す
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
自
分
た

ち
の
理
解
度
を
把
握
し
た
上
で
展
開
さ
れ

る
、
言
わ
ば
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
授
業
だ

か
ら
で
し
ょ
う
。
授
業
後
の
質
問
も
増
え
ま

し
た
」（
三
好
先
生
）

　
生
徒
の
理
解
が
十
分
で
、
詳
細
な
説
明
が

不
要
な
問
題
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
授

業
に
時
間
的
な
余
裕
も
生
ま
れ
て
い
る
と
三

好
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
時
間
的
な
余
裕
が
で
き
た
分
、
解
答
が

割
れ
た
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答

の
理
由
を
議
論
さ
せ
る
な
ど
、
概
念
的
知
識

の
理
解
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
余
っ
た
時
間
を

使
っ
て
、
私
が
出
会
っ
た
魅
力
的
な
社
会
人

を
紹
介
し
、『
こ
の
人
は
、
壁
に
ぶ
ち
あ
た
っ

た
時
に
ど
う
行
動
す
る
だ
ろ
う
』『
こ
の
人

の
自
走
力
は
、
ど
こ
で
発
揮
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
』
な
ど
と
、
生
徒
に
問
い
か
け
る
機

会
も
増
え
ま
し
た
。
情
報
・
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
生
徒
の
心
を
動
か
せ
る

の
は
、
教
師
個
人
の
視
野
や
視
点
か
ら
生
ま

れ
る
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
桑
野
先
生
は
、
生
徒
が
作
成
し
た
志
望
理

由
書
や
小
論
文
な
ど
を
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
て
吟
味
、添
削
し
、生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
る
（
図
２
）。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
が
添
削
し
た
文
章
は
冗
長

だ
っ
た
り
、
裏
づ
け
の
デ
ー
タ
が
古
か
っ
た

り
し
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
指
示
を
添
え
、
や

り
直
し
を
求
め
れ
ば
、
す
ぐ
に
改
訂
案
が
出

て
き
ま
す
。
そ
う
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
と
練
り
上

げ
た
文
章
を
生
徒
に
返
却
し
て
い
ま
す
」

　
複
数
の
教
師
で
何
日
も
か
け
て
チ
ェ
ッ
ク

し
な
く
て
も
、
客
観
性
の
高
い
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
短
時
間
で
可
能
に
な
っ
た
分
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
添
削
を
間
に
お
い
た
生
徒
と
の
対

話
に
時
間
を
か
け
て
い
る
と
い
う
。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
は
よ
く
も
悪
く
も
客
観
的
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た

文
章
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
が
正
し
い
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ

と
が
し
っ
か
り
と
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
、

教
師
と
の
対
話
を
通
し
て
生
徒
自
身
に
検
証

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」（
三
好
先
生
）

　
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

え
ば
よ
い
か
、
日
々
の
授
業
を
通
し
て
生
徒

に
考
え
さ
せ
て
い
る
。

　「
答
え
が
１
つ
し
か
な
い
知
識
問
題
は
検

索
す
れ
ば
よ
い
け
れ
ど
、『
あ
な
た
は
ど
う

考
え
る
？
』
と
い
っ
た
問
い
で
は
、
ネ
ッ
ト

検
索
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
回
答
は
参
考
に
し
か
な

ら
な
い
こ
と
を
生
徒
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
授
業
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト

で
思
考
力
を
求
め
る
問
い
を
与
え
て
き
た
成

果
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」（
桑
野
先
生
）

図 2 生成ＡＩを活用した添削で、
生徒との対話の時間を増やす

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

理
解
度
を
瞬
時
に
把
握
し
、

生
徒
に
合
っ
た
授
業
を
設
計

生
成
Ａ
Ｉ
の
力
を
生
か
し
て
、

生
徒
と
の
対
話
を
増
や
す

生成ＡＩの活用でチェックが効率化した分、生徒とのやり取りに時間をかけら
れるようになった。生成ＡＩと教師が添削・校正した文章を見た生徒のほとん
どが、「自分はここを強調したい」と、さらに文章を練り上げようとしたという。

＊取材した内容を基に編集部で作成。

先生、チェックをお願いします！

❶生徒の文章（志望理由書、小論文など）　
　を生徒からデジタルデータで受領。

❸生成ＡＩがチェックした文章を基に、
　生徒と対話を重ねる。

❷生徒の文章を生成ＡＩにチェックさせ、
　修正箇所や関連資料を提示させる。

もっと端的に説明し直して！

根拠となるデータを３つ挙げて！

生成
AI

先生 生徒

情報・データを
活用し、

生徒との時間を
デザインする

ＡＩを使って、私が手を入れた文章だよ。
君が一番伝えたいことはこれで伝わると思う？
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